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２０１９年１１月１３日 日本鉄道労働組合連合会 

 

ＪＲ連合は、11 月４日～９日、張文正理事

長以下５名の台湾鉄路工会の友好訪日団を受

け入れた。 

 台湾鉄路管理局（台湾国鉄）の労働組合であ

る台湾鉄路工会との交流は、国際連帯活動の

一環として、1993 年に「日華鉄道労働者人物

交流に関する協定」を締結して以来実施され

ており、隔年で相互交流を行っている。 
 

今回の訪日団は、国鉄分割民営化後のＪＲ各社の状況や課題などについて、ＪＲ連合、

ＪＲ東海ユニオン、ＪＲ西労組およびＪＲ九州労組などと意見交換を図るとともに、施

設視察などを行った。 
 

一方、昨年 10 月の台湾特急列車事故を受けて、ＪＲ連合

は台湾鉄路工会からの要請により、ＪＲ西日本の福知山線

列車事故後の安全性向上の取り組みや、ＪＲ連合や加盟各

単組における安全の取り組みに関する様々な情報提供を行

ってきた。台湾鉄路工会は、これらを参考にして今年１月

に「台湾鉄路工会安全白皮書（白書）」を策定、ハード面お

よびソフト面での安全対策を労使で取り組んできたとのこ

とである。今回の訪日団との意見交換では、それら取り組

みの一端について情報の共有化が図られるとともに、安全

最優先の企業風土作りに連携して取り組む旨相互で確認す

ることができた。 

ＪＲ連合は、引き続き、台湾鉄路工会と諸課題に対する

意見交換を交わしつつ、友好関係を築き上げていく。 

 


